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町
で
は
、
町
制　

周
年
記
念
事

５０

業
と
し
て
、
テ
レ
ビ
番
組
で
お
な

じ
み
の
「
開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定

団
」
の
出
張
鑑
定
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

◇
あ
な
た
の
お
宝
大
募
集
！

鑑
定
品
を
募
集
し
ま
す
。

美
術
品
か
ら
お
菓
子
の
オ
マ
ケ

ま
で
、時
代
・
分
野
を
問
い
ま
せ
ん
。

《
収
録
日
時
》

　

月　

日
（
日
）

１２

１１

　

正
午
・
開
場

　

午
後
１
時
〜
３
時
（
予
定
）

《
場
所
》

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

《
応
募
方
法
》

鑑
定
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
お
宝
の
写
真
を
３
枚
以

上
を
添
付
し
て
、
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
鑑
定
申
込
書
は
産
業 
観
光

課
に
あ
り
ま
す
。

収
録
日
に
会
場
に
来
る
こ
と
が

で
き
る
方
に
限
り
ま
す
。

《
郵
送
先
》

〒
９
４
９
‐
６
１
９
２

湯
沢
町
産
業
観
光
課

「
鑑
定
団
お
宝
」
係

《
応
募
締
切
》

　

月　

日
（
月
）
必
着

１０

３１

◇
観
覧
募
集
！

《
開
催
日
時
》

　

月　

日
（
日
）

１２

１１

　

正
午
・
開
場

　

午
後
１
時
〜
３
時
（
予
定
）

《
場
所
》

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

《
応
募
方
法
》

往
復
は
が
き
に
次
の
事
項
を
明

記
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

往
信
お
も
て

〒
９
４
９
‐
６
１
９
２

湯
沢
町
産
業
観
光
課

「
鑑
定
団
観
覧
」
係

往
診
う
ら

「
出
張
鑑
定
団
観
覧
希
望
」
と
明

記
の
上
、
ご
自
分
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号

返
信
お
も
て

ご
自
分
の
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名返

信
う
ら

何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
の
み

で
お
願
い
し
ま
す
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し

ま
す
。

《
応
募
締
切
》

　

月　

日
（
火
）
消
印
有
効

１１

１５

《
当
選
通
知
》

　

月　

日
頃

１１

２５

★
問
い
合
わ
せ

産
業
観
光
課
商
工
観
光
係

℡
７
８
４
・
４
８
５
０
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わたしたちのねがい
美しい自然につつまれた雪のまち湯沢
清らかな愛情あふれるまち
すこやかな活力みなぎるまち
さわやかな誰もが訪れたいまち
みんなで力をあわせ
豊かで明るく住みよい
文化の香り高いまちをつくりましょう

湯
沢
町
町
民
憲
章
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平成１７年１０月３０日

主

な

内

主

な

内

容容

町制施行５０周年記念式典・・・・・・・・・・・・・２～３
湯沢町観光立町宣言・・・・・・・・・・・・・・・・・４
タイムカプセル掘り起こす・・・・・・・・・・・・・・５
平成１６年度決算の状況・・・・・・・・・・・・・・６～１１
保育園入園児童募集・・・・・・・・・・・・・・・・・１２
郵便等による不在者投票ができます・・・・・・・・・・１３
勤労青少年体育センター使用抽選会を行います・・・・・１４
こどもの急病・事故・・・・・・・・・・・・・・・・・１５
町有施設のアスベスト使用状況について・・・・・・１６～１７
お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８
１１月の暦・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９
１１月の救急診療当番・・・・・・・・・・・・・・・・・２０

町
制　

周
年
記
念

５０開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定
団

出
張
鑑
定
大
会 　
 
越
後
湯
沢

ｉｎ

あああああああああああああああああああああ
ななななななななななななななななななななな
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
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募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

あ
な
た
の
お
宝
大
募
集
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
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日
締
切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切
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(2）広報ゆざわ　H１７．１０．３０

５ ０ 周 年 記 念 特 別 表 彰 者 一 覧
功績内容町内名氏 名 ( 敬 称 略 ）

元町長、元助役南 雲　 幸 藏

元収入役、元教育長、前社会福祉協議会長森 下　 善 隆

元助役、元教育長南 雲　 喜 一 郎

元助役、元収入役南 雲　 武 良

元議会議長・議員活動２０年高 野　 七 郎

元議会議長・議員活動１６年高 野　 常 久

前議会議長・議員活動 16 年山 本　 邦 悦

議員活動 28 年南 雲　 賢

選挙管理委員会 20 年・固定資産評価委員 12 年・国保運営協議会 26 年茂 木　 義 雄

選挙管理委員会 11 年・国保運営協議会 26 年南 雲　 又 五 郎

消防団長・副団長等活動 40 年関　 良 和

社会教育活動の育成 19 年・町各種審議会委員宮 田　 學

青少年健全育成高 橋　 明 男

衛生組合育成活動 23 年（前組合長）南 雲　 曉

衛生組合育成活動 23 年（現組合長）樋 口　 一 夫

社会福祉協議会副会長・民生児童委員活動 25 年田 村　 正 夫

スキー産業振興と青少年健全育成 13 年湯沢町スキー場振興協議会

食生活の改善・生活習慣病の予防活動湯沢町食生活改善推進協議会

母子保健・妊婦健診等の予防活動湯沢町母子保健推進協議会

　

月　

日
（
日
）、
湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い

１０

１６

て
町
制
施
行　

周
年
記
念
式
典
及
び
湯
沢
町
観
光
立
町
宣

５０

言
が
開
催
さ
れ
、
来
賓
、
一
般
招
待
者
約
５
０
０
名
の
出
席

の
も
と
盛
会
の
う
ち
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
制　

周
年
記
念
式
典
で
は
湯
沢
町
の
歩
み
と
経
過
報

５０

告
を
は
じ
め
、
記
念
特
別
表
彰
や
記
念
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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(3)

「
興
味
が
あ
る
っ
て
、
素
晴
ら
し

い
。す
べ
て
は
、そ
こ
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
か
ら
。」こ
の
言
葉
ど
お
り

の
こ
と
が
、
今
年
の
夏
休
み
に
起

き
た
。

　

年
前
の
昭
和　

年
に
「
湯
沢

５０

３０

町
」
が
生
ま
れ
た
。
日
本
は
、
電
気

釜
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
が
発
売
さ

れ
、家
庭
電
化
時
代
・
車
社
会
が
始

ま
ろ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
。
ア

メ
リ
カ
で
は
、
マ
グ
ド
ナ
ル
ド
第

１
号
店
が
オ
ー
プ
ン
、
ま
た
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
も
開
園
し
た
。
そ

の
５
年
後
に「
統
合
湯
沢
中
学
校
」

が
発
足
し
た
。

そ
し
て
平
成　

年
、
湯
沢
中
学

１７

校
３
年
生
の
私
は
夏
休
み
に
「
第

２
回
湯
沢
町
海
外
派
遣
事
業
」
に

参
加
し
、
マ
グ
ナ
で
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
経
験
し
た
。マ
グ
ナ
は
、鉱

山
の
た
め
、山
は
茶
色
だ
が
、そ
の

分
、町
の
中
に
は
緑
が
あ
り
、家
の

周
り
に
は
た
く
さ
ん
の
植
物
が
植

え
ら
れ
て
い
た
。
空
、
山
、
町
並
み

の
中
に
不
自
然
な
も
の
は
一
つ
も

な
い
。
そ
ん
な
素
敵
な
町
に
暮
ら

し
て
い
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

一
員
と
し
て
生
活
し
学
校
に
通
っ

た
。日

が
沈
み
、
空
が
暗
く
な
る
の

が
午
後
９
時
。

「
夜
な
の
に
、明
る
い
」と
な
ん
だ

か
ワ
ク
ワ
ク
し
た
。
聖
書
を
読
み
、

賛
美
歌
を
歌
っ
て
か
ら
の
朝
食
。

日
曜
日
に
は
、
教
会
に
行
く
と
い

う
宗
教
上
の
習
慣
。学
校
で
は
、英

語
の
勉
強
を
し
て
、
友
達
み
ん
な

と
緑
の
芝
生
の
上
で
手
作
り
の
昼

食
を
食
べ
る
。
そ
ん
な
毎
日
が
と

て
も
楽
し
か
っ
た
。
英
語
で
の
生

活
も
最
初
は
と
ま
ど
っ
た
が
、
少

し
ず
つ
、
家
族
の
話
す
言
葉
が
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
に
帰
る
時
、「
さ
よ
な
ら
」

で
は
な
く
「
ま
た
、
会
お
う
」
と
言

い
、抱
き
し
め
て
く
れ
た
母
、キ
ッ

チ
ン
で
大
奮
闘
し
て
大
盛
り
の

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
作
っ
て
く
れ
た

父
、ド
ラ
イ
ブ
や
買
い
物
、キ
ャ
ン

プ
、友
達
の
家
、私
を
英
語
の
世
界

に
連
れ
出
し
て
く
れ
た
姉
、兄
、妹
、

弟
二
人
。
温
か
い
家
族
に
見
送
ら

れ
、「
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
・
デ
ィ

ス
カ
バ
リ
ー
」
が
宇
宙
か
ら
地
球

に
戻
っ
て
き
た
日
に
、
私
た
ち
は
、

湯
沢
に
戻
っ
て
き
た
。
マ
グ
ナ
の

友
達
、家
族
、み
ん
な
が
湯
沢
に
来

れ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
た
。「
早
く

そ
ん
な
日
が
来
ま
す
よ
う
に
」
と

願
い
を
こ
め
て
、「
湯
沢
行
き
」
と

書
か
れ
て
い
る
、「
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ

ス
」
を
マ
グ
ナ
に
贈
ろ
う
と
思
っ

た
。未
来
、飛
行
機
よ
り
も
っ
と
ス

ピ
ー
ド
の
出
る
乗
り
物
が
発
明
さ

れ
た
ら
、
湯
沢
と
マ
グ
ナ
は
も
っ

と
行
き
来
し
や
す
く
な
る
と
思
う
。

そ
の
日
が
来
た
ら
、
ミ
ニ
カ
ー
で

は
な
く
本
物
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス

に
乗
っ
て
、
湯
沢
を
案
内
し
た
い

な
。そ
ん
な
気
持
ち
の
中
か
ら「
未

来
の
湯
沢
町
」
を
考
え
た
。

〜
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

湯
沢
町
〜

「
若
い
人
も
、
お
年
寄
り
も
子
供

も
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

男
性
も
女
性
も
、海
外
の
人
も
、す

べ
て
の
人
が
人
生
の
あ
る
時
点
で

何
ら
か
の
障
害
を
持
つ
」
と
い
う

こ
と
を
前
提
に
、都
市
・
生
活
環
境

を
計
画
し
て
い
く
考
え
方
だ
と
い

う
。
そ
の
考
え
を
取
り
入
れ
た
物

や
建
物
は
す
ベ
て
の
人
の
身
体
機

能
、生
活
環
境
、自
然
環
境
の
変
化

に
対
応
出
来
る
こ
と
を
原
則
に
造

ら
れ
て
い
る
か
ら
、地
震
、水
害
に

も
強
い
。
も
し
、
災
害
時
、
避
難
所

で
の
生
活
に
な
っ
た
場
合
、
国
籍

が
違
っ
て
も
、
お
年
寄
り
の
方
で

も
、
す
べ
て
の
人
が
不
自
由
な
く

暮
ら
せ
る
宿
泊
施
設
だ
っ
た
ら
、

玄
関
か
ら
部
屋
ま
で
ス
ロ
ー
プ
や

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使

い
、
楽
に
移
動
出
来
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た

り
、
聴
覚
に
障
害
の
あ

る
方
向
け
に
は
、
光
で

来
客
や
電
話
の
音
を

知
ら
せ
る
装
置
な
ど

が
備
え
付
け
て
あ
っ

た
り
、
大
浴
場
に
手
す

り
が
つ
い
た
り
す
れ

ば
、
そ
れ
は
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
。
湯
沢

町
が
全
部
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
だ
っ

た
ら
安
心
し
て
住
め

る
。
だ
が
、
ど
ん
な
に

素
晴
ら
し
い
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
も
、
環
境

と
都
市
の
調
和
が
と
れ
て
い
な
け

れ
ば
、
い
つ
か
は
自
然
の
力
で
破

壊
さ
れ
て
し
ま
う
。だ
か
ら
、調
和

の
と
れ
た
湯
沢
町
が
あ
っ
て
こ
そ

の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
だ
。

未
来
の
湯
沢
町
と
私
自
身
の
未
来

の
た
め
に
も
、
環
境
の
保
護
と
都

市
の
管
理
の
で
き
る
人
間
に
な
る

た
め
の
勉
強
を
し
た
い
。
興
味
が

あ
っ
て
マ
グ
ナ
へ
行
き
、
未
来
の

湯
沢
町
を
考
え
、
私
の
未
来
も
考

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
興
味
が
あ
る
っ
て
本
当
に
素
晴

ら
し
い
。」 

　

周
年
記
念
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

５０未
来
の
湯
沢
町
を
考
え
た

湯
沢
中
学
校
３
年　
　

関　

由
里
絵

町
制　

周
年
を
迎
え
、町
で
は「
湯
沢
町
の
未
来
を
考
え
る
作
文
」を
募

５０

集
し
、
応
募
者
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
に
関　

由
里
絵
さ
ん
（
湯
沢
中
学
校

３
年
）、
優
秀
賞
に
南
雲　

彩
さ
ん
（
湯
沢
中
学
校
３
年
）
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
最
優
秀
賞
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

記
念
式
典
の
中
で
、
最
優
秀
賞
の
作
文
は
本
人
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

５０周年記念作文コンクールで入賞した
関　由里絵さん（左）と南雲　彩さん



 

 

 

 

 

(4）広報ゆざわ　H１７．１０．３０

町
制
施
行　

周
年
式
典
に
引
き
続

５０

き
、
湯
沢
町
観
光
立
町
宣
言
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

全
国
的
に
も
観
光
動
向
が
厳
し
い

状
況
下
、
こ
の
局
面
を
打
開
し
よ
う

と
平
成　

年　

月
発
足
し
た
観
光
立

１５

１０

町
推
進
会
議
は
、
推
進
母
体
の
推
進

委
員
会
と
、新
サ
ー
ビ
ス
開
発
、地
場

産
品
開
発
、新
イ
ベ
ン
ト
開
発
、交
流

輪
づ
く
り
の
４
部
会
で
構
成
さ
れ
、

昨
年
か
ら
官
民
一
体
で
積
極
的
な
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

こ
の
４
部
会
が
活
動
内
容
を
発
表
し

ま
し
た
。ま
た
、観
光
立
町
宣
言
を
記

念
し
て
毎
年　

月　

日
を
「
あ
り
が

１０

１６

と
う
湯
沢
の
日
」と
制
定
し
、加
瀬
清

志 
日
本
記
念
日
協
会
代
表
か
ら
記

念
日
登
録
証
が
白
井
彬
起 
観
光
立

町
推
進
委
員
長
（
湯
沢
町
観
光
協
会

長
）
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
村
山
町
長
か
ら
湯
沢
町

観
光
立
町
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯
沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観
光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光
立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣

湯
沢
町
観
光
立
町
宣
言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言

　

月　

日
は
「
あ
り
が
と
う
湯
沢
の
日
」

１０

１６

オープニングで披露された「よさこい神楽」

「さぁ来る！活動」４部会の活動報告

加瀬清志 日本記念日協会代表（右）から記念日認定証が
手渡され、あいさつする白井彬起 観光立町推進委員長



(5)

 

 

 

町
制
施
行　

周
年
式
典
・
観
光
立
町
宣
言
と

５０

同
時
に
、湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
及
び
湯

沢
中
央
公
園
周
辺
で
、「
こ
ら
っ
し
ゃ
い
湯
沢

収
穫
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
の
新
鮮
な
食
材
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た

料
理
や
採
れ
た
て
の
野
菜
や
き
の
こ
の
売
店
、

あ
ん
ぼ
つ
く
り
・
ち
ま
き
つ
く
り
教
室
な
ど
、

イ
ベ
ン
ト
満
載
で
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
た

く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
は
、江

戸
時
代
の
三
国
街
道
の
料
理
が
復
元
さ
れ（
写

真
○下
 

）、
訪
れ
た
人
た
ち
に
振
舞
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
掘
り
起
こ
す
！
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�
�
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町
制　

周
年
記
念
の
時
に
、　

年

３０

２０

後
の
「
私
」「
湯
沢
町
」
を
テ
ー
マ
に

募
集
し
た
作
文
な
ど
を
、「
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
」
に
入
れ
、
役
場
の
前
庭

に
埋
め
ま
し
た
。

こ
の
度
、　

年
ぶ
り
に
、
そ
れ
を

２０

掘
り
起
こ
し
ま
し
た
。

※
お
詫
び

掘
り
起
こ
し
た
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
の
中
の
作
文
は
、
応
募

し
た
本
人
に
郵
送
で
お
返
し

し
ま
す
。

し
か
し
、　

年
経
過
し
た
タ

２０

イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
中
に
は
、
水

が
浸
入
し
満
水
の
状
態
で
あ

り
、
作
文
が
相
当
破
損
し
て
い

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

可
能
な
限
り
本
人
へ
返
送

し
ま
す
が
、
事
情
を
推
察
の
上
、

お
許
し
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
ら
っ
し
ゃ
い

湯
沢
収
穫
祭

▲タイムカプセルを掘り起こす村山町長



収
入　
　
　
　
  

収
入
の
総
額
は　

億
６
２
４
１

６９

万
５
千
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
１
０

６
４
万
５
千
円
減
と
な
り
ま
し
た
。

町
税
や
国
庫
支
出
金
が
大
幅
に

減
少
し
ま
し
た
が
、
県
支
出
金
や
繰

越
金
、
町
有
土
地
貸
付
・
売
払
収
入

な
ど
の
増
加
に
よ
り
、
減
少
幅
は
小

さ
く
な
り
ま
し
た
。

▽
収
入
の
対
前
年
比

町
税

１
億
７
２
６
４
万
４
千
円
減

（
３．
４
％
減
）

固
定
資
産
税
が
宅
地
の
価
格
修

正
や
償
却
資
産
の
減
価
等
に
よ
り

１
億
１
２
３
４
万
１
千
円
減
と

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
軽
自
動
車
税
を

除
い
た
全
て
の
町
税
が
減
少
。

国
庫
支
出
金

６
５
３
１
万
円
２
千
円
減

（　
．
１
％
減
）

３３

保
育
園
運
営
費
負
担
金
が
一
般

財
源
化
（
※
）
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

３
５
４
７
万
１
千
円
減
、
平
成　

年
１６

度
は
除
雪
機
械
の
購
入
が
な
か
っ

た
た
め
除
雪
機
械
購
入
補
助
金
が

１
１
９
４
万
５
千
円
減
、
保
育
園
の

大
規
模
改
修
な
ど
を
対
象
と
し
た

(6）広報ゆざわ　H１７．１０．３０

◎実質収支（純剰余金または純損失金）４億９８３５万２千円
＝収入－支出－平成１６年度に事業が終わらず残りの事
業を行うため平成１７年度に持ち越したお金

◎単年度収支　８４９５万円
＝平成１６年度実質収支－平成１５年度実質収支
余ったお金または不足したお金の平成１５年度からの増
減を見たものです。この数値がマイナスになるというこ
とは、収入以上にお金を使ってしまったことを意味しま
す。

◎実質単年度収支　△７３０３万１千円
＝単年度収支＋貯金したお金＋借金をまとめて返した
お金－貯金を下ろしたお金
町の財政状況を知る際には、この「実質単年度収支」が重
要となります。町の収入・支出の中から、貯金したお金
といった黒字要素や貯金を下ろしたお金といった赤字
要素を取り除いた姿を見るものです。この数値がマイナ
スになるということは、貯金を下ろさなければやりくり
できなかったこと（実質的な赤字）を意味します。

収入６９億６２４１万５千円

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年平成１６年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度　決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況決算の状況

平成 16 年度一般会計決算額は、収入が 69 億 6241 万 5 千円、支出が 64 億 2866 万 3 千円となり、収入、支出
とも前年度決算額を下回りました。

増減率増減額平成１５年度平成１６年度区分
△０．１５%△１０６４万５千円６９億７３０６万円６９億６２４１万５千円収入
△１．２０%△７５９３万９千円６５億４６０万２千円６４億２８６６万３千円支出

諸収入　２億８８７７万３千円（４．１%）

県支出金　２億２４１４万５千円（３．２%）

財産収入　１億９５４７万３千円（ ２．８%）

国庫支出金　 １億３１７９万５千円（１．９%）

地方消費税交付金　１億２２０２万５千円（１．８%）

地方譲与税　９６５２万円（１．４%）

使用料及び手数料　５４７８万８千円（０．８%） その他　４億２３９９万９千円（６．１%）

町税
４９億５６４３万９千円（７１．２%）

繰越金　４億６８４５万８千円（６．７%）

《町税の内訳》
４１億６７４万５千円固定資産税
６億１５７１万２千円町 民 税
１億１１８６万６千円入 湯 税
１億５７０万１千円町たばこ税
１５０５万３千円軽自動車税
１３６万２千円都市計画税

その他の内訳
１億９８２５万７千円繰 入 金
６２０３万４千円分 担 金 及 び 負 担 金
４８６０万円地 方 交 付 税

３４０６万４千円自 動 車 取 得 税 交 付 金
３２９０万円町 債

２９９７万７千円地 方 特 例 交 付 金
８３６万４千円利 子 割 交 付 金
５０２万２千円ゴルフ場利用税交付金
２４４万３千円交通安全対策特別交付金
１２１万６千円配 当 割 交 付 金
１１２万２千円株式等譲渡所得割交付金

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会一般会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計



(7)

補
助
金
が
１
１
１
６
万
１
千
円
（
平

成　

年
度
は
神
立
保
育
園
大
規
模

１５
改
修
が
あ
り
ま
し
た
。）
減
な
ど
。

※
保
育
園
の
運
営
に
か
か
る
経
費
は
、

国
が
２
分
の
１
、
県
が
４
分
の
１
を

負
担
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成　

年
１６

度
か
ら
廃
止
さ
れ
、
代
わ
り
に
所
得

譲
与
税
と
し
て
一
定
額
が
市
町
村
に

配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

県
支
出
金

４
５
８
８
万
２
千
円
増

（　
．
７
％
増
）

２５

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
推
進
費
補
助

金
（
越
後
湯
沢
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
を

設
置
す
る
た
め
の
財
源
）
５
４
３
万

２
千
円
増
、
大
規
模
発
電
用
施
設
立

地
地
域
振
興
事
業
補
助
金
（
大
規
模

発
電
用
施
設
の
あ
る
市
町
村
が
受

け
ら
れ
る
補
助
金
）
２
７
９
５
万
６

千
円
増
な
ど
。

支
出　
　
　
　
  

支
出
の
総
額
は　

億
２
８
６
６

６４

万
３
千
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
７
５

９
３
万
９
千
円
減
と
な
り
ま
し
た
。

▽
目
的
別
経
費
の
対
前
年
比

土
木
費

７
７
５
５
万
４
千
円
減

（
４．
６
％
減
）

県
営
事
業
（
県
道
の
改
良
等
）
の

た
め
の
町
の
負
担
金
が
３
２
５
７

万
８
千
円
減
、
宅
地
造
成
事
業
費

（
上
中
子
団
地
）
が
５
７
６
１
万
８
千

円
減
、
下
水
道
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
が
３
７
３
７
万
９
千
円
減
な
ど
。

衛
生
費

６
４
３
８
万
１
千
円
減

（　
．
０
％
減
）

１０

ご
み
・
し
尿
処
理
の
た
め
の
南
魚

沼
地
域
広
域
連
合
へ
の
負
担
金
が

４
１
９
７
万
３
千
円
減
、
平
成　

年
１５

度
に
行
っ
た
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
の

用
途
変
更
に
よ
る
国
庫
補
助
金
の

返
納
１
５
３
７
万
円
減
な
ど
。

商
工
費

９
０
６
９
万
５
千
円
増

（　
．
０
％
増
）

１４

中
越
地
震
間
接
被
害
対
策
特
別

資
金
の
預
託
金
８
８
５
０
万
円
増
、

観
光
事
業
会
計
補
助
金
（
ロ
ー
プ

ウ
ェ
ー
建
設
の
借
金
返
済
分
と
営

業
費
用
の
不
足
分
）
３
９
０
１
万
７

千
円
増
な
ど
。

▽
性
質
別
経
費
の
特
徴

支
出
の
中
で
最
も
大
き
な
割
合

を
占
め
る
の
が
、
各
種
団
体
へ
の
補

助
金
や
公
営
企
業
会
計（
水
道
事
業
、

温
泉
管
理
事
業
、
観
光
事
業
、
病
院

事
業
）
の
収
入
不
足
等
を
補
う
補
助

金
５
億
３
６
５
７
万
９
千
円
、
南
魚

沼
地
域
広
域
連
合
へ
の
負
担
金
５

億
３
４
２
９
万
１
千
円
な
ど
を
集

計
し
た
補
助
費
等（　
．
４
％
）で
す
。

２２

次
に
大
き
な
割
合
を
占
め
る
の

が
特
別
職
（
町
長
、
助
役
、
収
入
役
、

教
育
長
）・
一
般
職
の
給
料
、
議
員
や

各
種
委
員
報
酬
、
各
種
手
当
等
の
人

件
費
（　
．

８
％
）
で
す
。

１８

３
番
目
に
大
き
な
割
合
を
占
め

る
の
が
、
旅
費
、
消
耗
品
や
委
託
料

な
ど
の
消
費
的
な
経
費
で
あ
る
物

件
費
（　
．

８
%
）
で
す
。
物
件
費
で

１６

は
施
設
･
設
備
の
保
守
点
検
や
清

掃
、
警
備
、
各
種
事
業
の
委
託
料
が

最
も
多
く
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
番
目
に
大
き
な
割
合
を
占
め

る
の
が
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保

険
・
老
人
保
健
・
介
護
保
険
・
下
水

道
）
の
収
入
の
不
足
等
を
補
う
た
め

に
一
般
会
計
か
ら
支
出
さ
れ
る
繰

出
金
で
す
。
そ
の
額
は
９
億
５
３
９

５
万
５
千
円
で
、
先
に
述
べ
た
公
営

企
業
会
計
へ
の
補
助
金
と
合
わ
せ

多
額
の
負
担
が
一
般
会
計
を
圧
迫

し
て
い
ま
す
。

５
番
目
に
大
き
な
割
合
を
占
め

る
の
が
道
路
、河
川
、住
宅
、公
園
等

各
種
施
設
の
建
設
整
備
等
の
普
通

建
設
事
業
費
（
８．

８
％
）
で
す
。
平

成　

年
度
に
は
中
山
間
地
域
総
合

１６
整
備
事
業
（
体
験
工
房
大
源
太
な

ど
）や
、道
路
新
設
改
良
事
業
、中
央

公
園
整
備
事
業（
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
ト
イ
レ
改
修
等
）、
中
学
校
校

舎
軒
裏
改
修
、
原
新
田
町
営
住
宅

（
２
棟
）建
設
事
業
等
を
行
い
ま
し
た
。

 

支出６４億２８６６万３千円
労働費　２７３９万８千円（０．４%）

議会費　８５３５万２千円（１．３%）

農林水産業費　２億２４２９万４千円（３．５％）

商工費　７億３７７２万３千円（１１．５%）

教育費　６億８２７７万９千円（１０．６%）

衛生費　５億７９５９万１千円（９．０%）

消防費　３億９１５７万７千円（６．１%）

公債費　２億９６２４万１千円（４．６%）

民生費　９億８３８７万５千円（１５．３%）

総務費　７億９７３０万９千円（１２．４%）

災害復旧費　２３７万９千円（０．１%）

土木費　１６億２０１４万５千円 （２５．２%）

目的別

補助費
１４億４２５４万３千円
（２２．４％）

人件費
１２億１１５７万２千円
（１８．８％）

物件費
１０億８０３３万１千円
（１６．８％）

繰出金
９億５３９５万５千円
（１４．８％）

普通建設事業
５億６３４４万

６千円
（８．８％）

その他
１１億７６８１万６千円
（１８．４％）

支出を性質別に見ると・・・

町民一人当たり

７３万３，６９８円
使われたことになります。

（平成１７年３月３１日の人口８，７６２人）



町
の
将
来
の
た
め
に

求
め
ら
れ
る
財
政
規
模
の
縮
小

町
の
収
入
・
支
出
は
、
毎
年
度
あ

る
経
常
的
な
も
の
と
そ
の
年
度
や

数
年
間
だ
け
の
臨
時
的
な
も
の
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
経
常
的
な
収
入
と

経
常
的
な
支
出
の
比
率
を
経
常
収

支
比
率
と
い
い
ま
す
が
、
家
計
で
言

え
ば
月
給
と
毎
月
の
生
活
費
（
＝
食

費
、
光
熱
水
費
な
ど
）
の
比
率
の
よ

う
な
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
月
給

を
生
活
費
に
充
て
た
残
り
が
多
い

ほ
ど
生
活
に
余
裕
が
生
ま
れ
る
よ

う
に
、
経
常
収
支
比
率
が
低
い
ほ
ど

財
政
的
に
余
裕
が
あ
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
湯
沢
町
の
経
常
収

支
比
率
は　
．

９
％
で
あ
り
、
県
内

７０

で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
数
値
で
す
。

ま
た
、
湯
沢
町
は
こ
の
ほ
か
の
財
政

指
標
の
い
ず
れ
も
県
内
の
他
市
町

村
に
比
べ
て
優
良
な
数
値
を
示
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
の
湯
沢
町
に
は
指

標
の
数
値
ほ
ど
余
裕
が
感
じ
ら
れ

ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
新
年
度
の
予
算

を
作
る
と
き
に
は
、
財
政
調
整
基
金

（
家
計
で
い
う
貯
金
）
を
下
ろ
し
て
な

ん
と
か
収
入
と
支
出
を
合
わ
せ
て

い
ま
す
。
平
成　

年
度
決
算
で
は
、

１６

最
終
的
に
１
億
５
８
３
０
万
６
千

円
の
財
政
調
整
基
金
を
下
ろ
し
て

お
り
、
そ
の
分
を
除
け
ば
収
支
は
赤

字
と
な
り
ま
す
。

(8）広報ゆざわ　H１７．１０．３０

湯 沢 町 の 財 産 目 録
８，１５４㎡土地

庁舎
延４，０５４㎡建物
８，４１７㎡土地

保育園及び福祉施設
延４，６２９㎡建物
１１７，６５７㎡土地

教育及び文化施設
延２８，８９６㎡建物
３８９，６２６㎡土地

その他公共用施設
延２４，５７０㎡建物
４３８２．７ha土地

山林他 ４０６，１９２�立木
延１，４９０㎡建物

６５台庁用自動車（除雪車含む）
５５５２万６千円有価証券（株式）
２億１５０万円出資による権利

１億８４１６万６千円債権（奨学貸付金）
１４億６０１９万３千円財政調整基金

一
般
会
計基

金

３億２９５９万７千円減債基金
２億５７１０万円湯沢中学校建設基金
１億２４万６千円湯沢町美術館建設基金

１億４千円地域福祉基金
１０００万円中山間ふるさと水と土保全基金

３６３２万４千円公共事業基金
５６７６万９千円土地開発基金

１億１３９２万５千円国民健康保険支払準備基金
１億７９１万９千円下水道施設改修基金

１１２０万円介護給付費準備基金

財政力
財政力指数　１．５５２
財政力指数が 1を超える場
合は普通交付税の不交付団体
となりますが、数値が高いほど
財政力があるとされます。県内
では、聖籠町、刈羽村と湯沢町
だけが１を超えています。

財政的余裕
経常収支比率　７０．９％
この数値が低いほど臨時の
財政需要に対応できる能力が
あることになります。

公債費負担の健全度
起債制限比率　３．７％
借金の返済額が財政を圧迫
しているかどうかをみる指標
であり、２０％以上になると借金
が制限されます。（一般会計が
負担している他会計の借金返
済分は公債費として計算しま
せんので、低い数値となってい
ます。）

 

将来負担の健全度
一般会計における人口１人当
たりの町債現在高…１６万４０２１
円（平成１６年度末現在）
類似団体の平均額は５０万

３０８５円（H１６年度数値が公表さ
れていないためH１５数値）です。
湯沢町は大変少ない額となっ
ており、将来負担は低く抑えら
れています。

給与水準
ラスパイレス指数　８９．８
　（平成１６年４月１日現在）
ラスパイレス指数（国家公務

員の給与を１００とした場合の
地方公務員の給与水準を示し
たもの）の県内町村の平均は
９１．６で、比較すると湯沢町は
低い水準となっています。

職員数
人口１，０００人あたり…１７．１人
類似団体の平均は１０．２人で、

比較すると湯沢町職員数はか
なり多くなっています。そこで、
定員適正化計画により、平成
２５年度までに３０人の削減を行
う予定であり、人件費の削減に
努めます。

◎グラフについて
このグラフは、類似団体を平均とした場合（給与
水準についてはラスパイレス指数を使用していま
す。）の湯沢町一般会計の状況を視覚的に表したも
のです。外枠に向かうほど状況が良好であること
を示しています。
◎類似団体とは
人口及び産業構造により全国の町村を分類した
結果、湯沢町と同じグループに属する町村のこと
です。

●類似団体との比較●
財政力

給与水準

職員数

公債費負担の健全度

財政的余裕

湯沢町

類似団体

将来負担の健全度

大

豊

良

少

良 高

貧

悪

悪

多低
小



(9)

町
の
収
入
の
根
幹
で
あ
る
税
収

は
、
平
成
９
年
度
の　

億
円
を
ピ
ー

６５

ク
に
減
少
し
続
け
て
お
り
、
平
成　
１６

年
度
決
算
は　

億
円
で
、
今
後
も
減

４９

少
が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
湯
沢
町
は
、
平
成　

年
度

１７

か
ら　

年
度
ま
で
の
３
年
度
で
５

１９

億
円
の
支
出
削
減
を
目
標
に
、
事
務

事
業
の
見
直
し
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
社
会
福
祉
経
費
な
ど
ど
う
し
て

も
必
要
な
分
野
を
除
き
、
事
業
の
廃

止
や
縮
小
、
あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス
を

他
町
レ
ベ
ル
に
す
る
こ
と
で
、
支
出

を
減
ら
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

身
の
丈
に
あ
っ
た
財
政
規
模
に

す
る
こ
と
が
今
の
湯
沢
町
に
は
必

要
だ
か
ら
で
す
。
現
状
で
も
他
町
と

比
較
す
れ
ば
、
ま
だ
財
政
状
況
は
良

い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

町
の
将
来
の
た
め
に
、
住
民
の
皆
さ

ん
と
町
財
政
の
現
実
を
共
有
し
な

が
ら
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
生
む
し
く
み
を
作
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
で
見
る
町
財
政
の
推
移

○
町
税
収
入

年
々
税
収
が
減
少
す
る
一
方
で

町
税
の
滞
納
も　

億
円
を
超
え
て

１９

い
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
徴
収

嘱
託
員
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
平

成　

年
度
か
ら
収
納
課
を
設
置
し
、

１５
収
納
管
理
と
徴
収
業
務
の
効
率
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成　
１６

年
度
か
ら
は
全
国
の
金
融
機
関
で

の
口
座
振
替
、
平
成　

年
度
か
ら
は

１７

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
支

払
い
を
可
能
と
す
る
な
ど
納
税
者

の
利
便
性
を
図
っ
て
い
ま
す
。

○
町
債
残
高

町
債
と
は
町
の
借
金
の
こ
と
で

す
。
一
時
的
に
多
額
の
費
用
を
必
要

と
す
る
事
業
の
た
め
に
借
り
る
も

の
で
す
が
、
長
期
に
わ
た
っ
て
返
済

す
る
こ
と
か
ら
次
世
代
の
人
に
も

公
平
に
費
用
を
負
担
し
て
も
ら
え

る
と
い
う
効
果
も
あ
り
ま
す
。

一
般
会
計
に
お
け
る
町
債
残
高

は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
平
成　

年
１６

度
末
に
は　

億
３
７
１
５
万
２
千

１４

円
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
下
水
道

の
急
速
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
た
め
、

下
水
道
特
別
会
計
の
町
債
残
高
は

　

億
４
７
８
５
万
４
千
円
と
非
常

９１に
多
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
返

済
等
の
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
下
水

道
会
計
に
６
億
１
２
２
６
万
９
千

円
の
お
金
を
回
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
他
会
計
の
借
金
返
済

の
た
め
に
一
般
会
計
か
ら
支
出
し

た
額
は
、
水
道
事
業
会
計
・
観
光
事

業
会
計
も
合
わ
せ
る
と
８
億
５
３

１
７
万
３
千
円
に
上
っ
て
い
ま
す
。

○
基
金
残
高

家
庭
で
い
え
ば
貯
金
に
当
た
る

の
が
基
金
で
す
。
基
金
に
は
、
特
に

目
的
を
設
け
ず
一
般
財
源
と
し
て

使
え
る
財
政
調
整
基
金
と
、
湯
沢
中

学
校
建
設
基
金
の
よ
う
に
一
定
の

目
的
の
た
め
に
使
う
こ
と
を
前
提

と
し
て
積
み
立
て
る
特
定
目
的
基

金
が
あ
り
ま
す
。
基
金
の
中
で
最
も

残
高
が
多
い
の
は
財
政
調
整
基
金

で
す
が
、
平
成　

年
度
に
は
、
１
億

１６

５
８
３
０
万
６
千
円
を
使
い
、
残
高

は　

億
６
０
１
９
万
３
千
円
と

１４
な
っ
て
い
ま
す
。

単位：円●湯沢町の借入金（町債）目録

合計
病院事業
会計

観光事業
会計

水道事業
会計

下水道
特別会計

一般会計

１４３億１１４３万５千３億８億５８８０万５千２１億４８３３万８千９３億６１４９万２千１６億４２８０万１５年度末残高

１４億１３９万５千６６０万１億７６９６万９千１億９８３１万３千７億２３３６万２千２億９６１５万１千１６年度元利金返済額

２億１０２０万１５００万１億６２３０万３２９０万１６年度借入額

１３６億６８０７万２千３億７億２１８２万２０億６１２４万６千９１億４７８５万４千１４億３７１５万２千１６年度末残高

１５５万９９２６３万４２３９８万２３８１２３万５２４８１０４万４０３７１６４万４０２１
町民一人当たり残高

（１７年３月３１日現在の人口８，７６２人）

基金残高の推移

3,145
2,805

2,912
2,873

3,645

2,921

2,301
2,432

3,099

4,267

4,951

4,458

2,822
2,689 2,583

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16

（百万円）

町税収入の推移

4,368

5,027
5,214

5,555

5,841

5,778

5,799

6,562
6,427

6,217
5,781

5,694
5,485

5,129
4,956

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

7,000

H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16

（百万円）

公債残高の推移
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一般会計

下水道

水道

病院

観光
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医療費の支出が増えています。老人保健特別会計
支出収入

収入－支出＝１８７３万８千円
平成１４年度の制度改正で、老人保健の
対象者が７０歳から７５歳以上に段階的に引
き上げられたことにより、前年度と比較し
て収入が２０９５万８千円減、支出が３９４０万
円減となっています。

注：一般会計からの繰入金　５２５４万１千円

金額科目金額科目

７億５４１１万４千円医療諸費４億７４３１万９千円支払基金交付金

５３２万２千円諸支出金２億５９０万３千円国庫支出金

３８９万１千円総務費５２５４万１千円繰入金

４８９７万円県支出金

３３万２千円その他

７億６３３２万７千円計７億８２０６万５千円計

みなさんが納める保険税が支えです。国民健康保険特別会計
支出収入収入－支出＝７３４８万５千円

通常の保険事業のほかに出産育児一時給
付金６９０万円、葬祭給付費５９０万円、人間
ドック助成金１６３８万９千円等を支出してい
ます。

注：一般会計からの繰入金　８８６０万円
◎基金の残高
　国民健康保険支払準備基金 

１億１３９２万５千円

金額科目金額科目

５億６６９７万２千円保険給付費３億３４３２万６千円国民健康保険税

２億２５２１万７千円老人保健拠出金３億５９４３万４千円国庫支出金

６４５０万円介護納付金１億１４４７万５千円療養給付費

１７２３万３千円保健事業費８８６０万円繰入金

１９０３万２千円総務費６９９３万３千円繰越金

２１３８万３千円その他２１０５万４千円その他

９億１４３３万７千円計９億８７８２万２千円計

下水道特別会計　　　　　　　　　　　町債残高が一般会計の決算額を超えています。
支出収入収入－支出＝５９９８万１千円

平成１６年度末の下水道普及率は８９．０％、
水洗化率７８．６％となりました。しかし、こ
れまでの急速な下水道整備のために、借金
は平成１６年度末で９１億４７８５万４千円（平
成１６年度末）に膨れあがっています。

注：一般会計からの繰入金
７億１５５７万５千円

◎基金の残高
下水道施設改修基金　１億７９１万９千円

金額科目金額科目

７億２３３６万２千円公債費７億１５５７万５千円繰入金

４億７７９７万１千円公共下水道費２億４４８９万３千円使用料・手数料

３３３６万７千円総務費１億６２３０万円町債

４３８０万３千円特定環境保全公共下水道費１億５千万円国庫支出金

６５７１万６千円その他

１２億７８５０万３千円計１３億３８４８万４千円計

みなさんが納める保険料が支えです。介護保険特別会計
支出収入

収入－支出＝１１９０万１千円
平成１６年度の要介護（要支援）認定者数

は３３７人となっています。介護サービスの
充実は重要な課題となっています。

注：一般会計からの繰入金　９７２３万９千円
◎基金の残高
　介護給付費準備基金　１，１２０万円

金額科目金額科目

５億４２１７万４千円保険給付費１億７６６１万１千円支払基金交付金

３１２０万５千円諸支出金１億４４１３万５千円国庫支出金

２５８４万４千円総務費９９４３万９千円繰入金

７０８万９千円基金積立金９１１６万７千円介護保険料

２４０万２千円その他６９６７万７千円県支出金

３９５８万６千円その他

６億８７１万４千円計６億２０６１万５千円計

特別会特別会計計 特定の事業を行う場合に、収支を一
般会計と区別して経理する会計です。
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温泉は、観光資源としてに大きな役割を果たしています。温泉管理事業会計

温泉を効率的に利用し、町の観光事業に大きな役割を果たして
います。平成９年４月の料金改定以来黒字決算が続いています。

注：一般会計からの補助金　２００万円

１億１６６７万４千円収入
収益的収支

１億４０９万３千円支出

０円収入
資本的収支

４１９９万４千円支出

安心して飲める水の供給に努めます。水道事業会計

町全体の水道使用量は、年々減少しており、水道料金収入も減少
していますが、事業費の削減により黒字決算になっています。今後
も一層の経営効率化を図ります。

注：一般会計からの補助金　７３６１万円

４億３６２７万９千円収入
収益的収支

（経営活動に伴うもの）
４億１９５万６千円支出

７６３９万円収入
資本的収支

（建設改良のためのもの）
２億６９３１万２千円支出

サービス向上、事務の合理化に最大限の努力をしています。観光事業会計

天候不順に加え、水害・震災等の影響で、アルプの里の入場者数
も平成１５年度に続き減少し、冬のスキー人口の減少とあわせ、依然
として厳しい状況が続いています。魅力あるサービス、効率的な宣
伝、営業活動を行うとともに大幅な経費の削減を実施しましたが、
平成１６年度は、一般会計から１億２４００万円の追加補助が必要でした。

注：一般会計からの補助金　３億９６万９千円

８億９８４８万２千円収入
収益的収支

８億４４１７万９千円支出

０円収入
資本的収支

１億７１２３万５千円支出

公営企業会公営企業会計計 必要な経費を自らの収入で賄う独立
採算の会計です。

平成１４年度に開業した病院施設の会計です。病院事業会計

開院から３年が経過し、運営も順調に推移しています。
平成１６年度の事業収益は９億７０３４万円で、１５年度比４．６％増

となりました。
外来患者数６万２５２８人（１日平均２１２．７人・前年比５．７％増）
入院患者数２万３３２１人（１日平均 ６３．９人・前年比３．８％増）

注：一般会計からの補助金　１億６０００万円

９億７０３４万円収入
収益的収支

１０億６４４万１千円支出

０円収入
資本的収支

２４２０万３千円支出

平成１６年度に一般会計から特別会計・公営企業会計に回したお金の総額は、１４億９０５３
万４千円に上り、一般会計の決算額の２３．２％を占めています。この中には、基準があっ
て義務的に回さなければならないものもありますが、９億円超はそうでないものです。
一般会計から独立し、それぞれの事業の収入をそれぞれの支出に充てて採算をとるべき
とされるこれらの会計の建て直しも、今後の町財政にとって課題の１つとなっています。



平
成　

年
度
の
保
育
園
入
園
児

１８

童
を
募
集
し
ま
す
。
入
園
を
希
望

す
る
場
合
は
、
必
ず
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。

３
歳
未
満
児
に
つ
い
て
は
、
緊

急
を
要
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

以
外
は
年
度
途
中
で
の
入
園
は
で

き
ま
せ
ん
。
平
成　

年
度
中
に
育

１８

児
休
業
が
終
了
す
る
な
ど
、
ど
う

し
て
も
途
中
入
園
が
必
要
と
な
る

方
は
、
募
集
期
間
中
に
各
保
育
園

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
入
園
し
て
い
る
児

童
が
平
成　

年
度
の
入
園
承
諾
を

１８

受
け
て
い
る
場
合
で
も
、
各
保
育

園
か
ら
配
布
さ
れ
る
継
続
入
園
確

認
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

【
募
集
期
間
】

　

月
１
日
（
火
）
〜　

日
（
水
）

１１

１６

【
申
込
書
】

各
保
育
園
及
び
住
民
課
保
育
係

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

【
受
付
場
所
】

各
保
育
園

【
事
情
調
査
等
】

３
歳
未
満
児
及
び
新
入
児
に
つ

い
て
は
、
各
保
育
園
で
面
談
を
行

い
ま
す
。

な
お
、
申
込
内
容
に
不
明
な
点

が
あ
る
場
合
に
は
、
電
話
等
で
事

情
を
お
伺
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

【
入
園
決
定
】

平
成　

年
２
月
中
旬
頃
に
通
知

１８

し
ま
す
。

○
認
可
保
育
園
で
は
次
の
特
別
保

育
を
行
い
ま
す
。

・
延
長
保
育

（
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
）

・
乳
児
保
育

（
生
後　

ヶ
月
〜
、
中
央
保
育
園

１０

で
は
生
後
６
ヶ
月
〜
）
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農
業
所
得
に
係
る
収
支
計
算
説
明
会

農
業
所
得
の
計
算
は
、
自
分
の
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い

て
計
算
す
る
収
支
計
算
が
原
則
で
す
。

ど
う
し
て
も
収
支
計
算
が
難
し
い
と
い
う
方
に
は
経
費
の
目
安
を
税

務
署
及
び
町
か
ら
提
供
し
て
き
ま
し
た
が
、
前
年
の
農
業
所
得
に
係
る
収

入
金
額
に
よ
り
段
階
的
に
収
支
計
算
に
移
行
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
平
成

　

年
分
の
申
告
は
、
前
年
の
収
入
金
額
が
２
０
０
万
円
を
超
え
た
方
が
対

１７象
と
な
り
ま
す
。
又
、平
成　

年
分
以
降
は
、す
べ
て
の
方
が
収
支
計
算
を

１８

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

収
支
計
算
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
経
営
内
容
の
把
握
を
す
る
こ

と
が
で
き
、
仮
に
赤
字
が
出
た
場
合
に
は
、
そ
の
赤
字
を
給
与
な
ど
他
の

所
得
か
ら
差
し
引
き
を
し
て
計
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
可
能
な

方
は
、
お
早
め
に
収
支
計
算
を
行
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
収
支
計
算
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
会
場
・
日
時
】

・
J
A
し
お
ざ
わ　

湯
沢
支
所

　

月　

日
（
木
）、
午
前　

時
〜
正
午

１１

２４

１０

・
J
A
し
お
ざ
わ　

本
所

　

月　

日
（
木
）、
午
後
２
時
〜
４
時

１１

２４

　

月　

日
（
金
）、
午
前　

時
〜
正
午
・
午
後
２
時
〜
４
時

１１

２５

１０

※
な
お
、
両
日
と
も
説
明
す
る
内
容
は
同
じ
で
す
。

【
講
師
】

関
東
信
越
税
理
士
会
小
千
谷
支
部
所
属
税
理
士

小
千
谷
税
務
署
職
員

【
問
い
合
わ
せ
】

小
千
谷
税
務
署　

個
人
課
税
第
一
部
門

　

℡
０
２
５
８
・　

・
２
０
９
３

８３

J
A
し
お
ざ
わ
本
所　

営
農
部

　

℡
７
８
２
・
１
１
７
１

税
務
課
住
民
税
係

平
成

年

平
成　

年
度度

１８１８
●
保
育
園
入
園
児
童
募
集
●

電話番号定員所在地保育園名

７８４－３６１６６０人平沢神立保育園

認可
７８７－３２５７１２０人萩原土樽保育園

７８４－２０７１１２０人石白中央保育園

７８４－２５０２６０人楽町湯沢保育園

７８９－２１１０３０人浅貝浅貝保育園へき地

※
平
成　

年
度
か
ら
認
可
保
育
園

１７

で
の
土
曜
日
開
設
保
育
園
が
、

中
央
保
育
園
の
み
と
な
り
、
一

日
保
育
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

住
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
３
４
５
３

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
３
４
５
２
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郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

身
体
に
次
の
よ
う
な
重
度
の
障
害
が
あ
る
方
や
介
護
が
必
要
な
方
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
郵
便
等
投
票
証
明
書
（
有
効
期
間
７
年
）
の
交
付

を
受
け
て
、
ご
自
宅
で
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
受
け
て
い
る
方
で
、

　

両
下
肢
、
体
幹
ま
た
は
移
動
機
能
の
障
害
が
１
級
ま
た
は
２
級
の
方

（ア）
　

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
の
障
害
が
１
級
ま

（イ）
た
は
３
級
の
方

　

免
疫
の
障
害
が
１
級
か
ら
３
級
の
方

（ウ）②
戦
傷
病
者
手
帳
を
受
け
て
い
る
方
で
、

　

両
下
肢
、
体
幹
の
障
害
が
特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症
ま
で
の
方

（ア）
　

内
臓
機
能
の
障
害
が
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の
方

（イ）③
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
と
記
載

さ
れ
て
い
る
方

④
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
を
受
け
て
い
る
方
で
、障
害

の
程
度
が
①
ま
た
は
②
と
同
程
度
で
あ
る
こ
と
を
新
潟
県
知
事
ま
た

は
湯
沢
町
長
に
書
面
で
証
明
さ
れ
た
方

◎
①
〜
④
の
方
で
、次
の
方
は
、代
理
記
載
制
度（
選
挙
人
の
指
示
す
る
候

補
者
名
等
を
代
理
の
方
が
記
載
で
き
る
制
度
）
を
利
用
で
き
ま
す
。

�
身
体
障
害
者
手
帳
に
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
が
１
級
の
記
載
の
あ

る
方

�
戦
傷
病
者
手
帳
に
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
が
特
別
項
症
か
ら
第
二

項
症
ま
で
の
記
載
の
あ
る
方

�
�
ま
た
は�
と
同
程
度
で
あ
る
こ
と
を
新
潟
県
知
事
ま
た
は
湯
沢
町

長
に
書
面
で
証
明
さ
れ
た
方

※
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
（
代
理
記
載
制
度
の
適
用
）
を
希
望
さ
れ

る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

月　

日
（
日
）
に
は
、
湯
沢
町
長
選
挙
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

１１

２７

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
講
座

《
期
間
》

　

月
９
日
〜
２
月　

日
の
毎
週
水
曜
日
（
全　

回
）

１１

１５

１２

《
時
間
》

①
午
後
６
時
〜
７
時　

分
１５

②
午
後
７
時　

分
〜
８
時　

分

１５

３０

《
会
場
》

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

《
対
象
》

①
小
学
生
・
保
育
園
年
長
組

②
一
般

《
講
師
》

今
成　

仁 
氏

※
２
０
０
１
年
か
ら
２
０
０
４
年
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
ダ
ン
ス
留
学

《
受
講
料
》

１
人　

５，
０
０
０
円

《
服
装
》

動
き
や
す
い
服
装

《
持
ち
物
》

屋
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、
汗
ふ
き
タ
オ
ル

《
定
員
》

①
②
と
も
各　

人
２０

《
申
込
方
法
》

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
受
講
料
を

添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
：
午
前

８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分
）

３０

１５

《
申
込
締
切
》

　

月
８
日
（
火
）

１１
（
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

《
申
込
・
問
い
合
わ
せ
》

（
財
）
湯
沢
町
都
市
施
設
公
社
（
湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
内
）

町
営
共
同
浴
場

　

月
３
日
は
営
業
し
ま
す

１１　

月
３
日
（
木
）
は
、
町
共
同
浴
場
は
、
休
ま
ず
営
業

１１
し
ま
す
。

振
替
休
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
宿
場
の
湯

　

月　

日
（
金
）

１１

１１

駒
子
の
湯　

臨
時
休
業

「
駒
子
の
湯
」
は
修
繕
工
事
を
行
う
た
め
、

　

月
７
日
（
月
）
か
ら　

月
８
日
（
木
）

１１

１２

ま
で
、
臨
時
休
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
期
間
中
、「
山
の
湯
」
は
定
休
日
（
火
曜

日
）
も
営
業
し
ま
す
。

参
加
者
募

参
加
者
募
集集

湯
沢
町
都
市
施
設
公
社
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
１
５
１
１

断
水
の
お
知
ら
せ

小
坂
地
区
は
、
配
水
地
清
掃
の
た
め
、
断
水
と
な
り
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

月
８
日
（
火
）

１１午
後
１
時
〜
４
時

【
問
い
合
わ
せ
】

水
道
課
管
理
係

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
４
８
５
３

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
４
５
２
３
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勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

使
用
抽
選
会
を
行
い
ま
す

湯
沢
町
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
の
平
成　

年
１８

度
の
使
用
に
つ
い
て
、
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

月　

日
（
水
）　

午
後
１
時　

分
〜

１１

２３

３０

※
時
間
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
予
約
対
象
期
間
】

平
成　

年
４
月　

日
（
土
）
〜
５
月
７
日
（
日
）

１８

２９

平
成　

年
７
月　

日
（
土
）
〜
９
月　

日
（
月
）

１８

１５

１８

※
平
成　

年
度
の
こ
の
期
間
以
外
の
予
約
は
抽
選
会

１８

以
後
、
常
時
予
約
の
申
込
を
受
付
け
ま
す
。

【
会
場
】

湯
沢
温
泉
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
事
業
所

保
養
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室

【
施
設
】

勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

（
バ
レ
ー
コ
ー
ト
正
式
２
面
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
正

式
１
面
・
練
習
２
面
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
正
式
６

面
、
卓
球
台
６
台
）

【
注
意
事
項
】

①
抽
選
会
へ
の
参
加
は
、
湯
沢
町
に
一
般
向
け
宿
泊
施

設
を
有
し
、
旅
館
業
を
営
む
方
の
み
と
し
、
１
宿
泊

施
設
に
つ
き
代
表
者
１
人
限
り
と
し
ま
す
。

②
予
約
は
、
１
施
設
連
続
５
日
以
内
と
し
ま
す
。

③
施
設
予
約
後
の
他
者
へ
の
転
貸
は
出
来
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

湯
沢
温
泉
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
事
業
所

 

２
０
０
６
シ
ー
ズ
ン

冬
期
ス
タ
ッ
フ
募
集

湯
沢
高
原
ス
キ
ー
場
で
は
２
０
０
６
シ
ー
ズ
ン
の

冬
期
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
方
も

お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
職
種
】

リ
フ
ト
係
、レ
ン
タ
ル
係
、ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
、ス

キ
ー
ス
ク
ー
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
係

【
期
間
】

　

月
中
旬
〜
平
成　

年
４
月
初
旬

１２

１８

（
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

【
勤
務
時
間
】

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分
（
実
働
８
時
間
）

３０

１５

【
募
集
人
数
】

若
干
名

【
条
件
】

接
客
マ
ナ
ー
が
良
く
、
通
勤
可
能
な
方

（
た
だ
し
、
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
、
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

は
基
礎
ス
キ
ー
２
級
以
上
の
技
術
レ
ベ
ル
が
必
要
）

【
応
募
方
法
】

電
話
連
絡
の
上
、
市
販
の
履
歴
書
に
勤
務
期
間
・
希

望
職
種
を
明
記
し
、
郵
送
ま
た
は
、
持
参
く
だ
さ
い
。

【
応
募
・
問
い
合
せ
】

湯
沢
温
泉
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
事
業
所

〒
９
４
９
‐
６
１
０
１

湯
沢
町
大
字
湯
沢
４
９
０
番
地

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
事
業
所
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
３
３
２
６

������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������

湯沢町山岳遭難救助隊をご存知ですか？

１０月２日（日）、魚沼消防署湯沢分署において「湯沢町山岳遭難救助隊」
の訓練が行われました。苗場山や平標山をはじめ、多くの魅力ある山々を
有する湯沢町には、年間５万人もの登山者が訪れますが、反面不注意による
遭難事故も発生しており、町では「湯沢町山岳遭難救助隊」を組織し有事に
備えています。
救助隊には現在３５人の
隊員が所属しており、山域
ごとに「谷川救助隊」「苗場
救助隊」の２隊を編成し、
遭難事故発生の際は、警察
の要請によって出動しま

す。今年度の訓練は、湯沢分署の訓練施設を利用しての「ザイ
ルワーク」が行われました。休日にもかかわらず１７人の隊員
が参加し、ザイルの結び方の確認、訓練棟からの懸垂下降な
どを行いました。
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誤
飲
・
窒
息

子
ど
も
の
そ
ば
に
置
か
な
い
で

誤
飲
・
窒
息
の
原
因
に
な
り
ま

す
。

○
誤
飲

・
コ
イ
ン
、ボ
タ
ン
、ボ
タ
ン
型
電

池
な
ど

・
医
薬
品
、
化
粧
品
、
殺
虫
剤
、
洗

剤
、
た
ば
こ
な
ど

・
ピ
ン
、
釘
、
ガ
ラ
ス
片
な
ど

○
窒
息

・
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
、
枝
豆
な
ど
の
豆

類
、
あ
め
玉
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
、
こ

ん
に
ゃ
く
（
ゼ
リ
ー
）
な
ど

・
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
ひ
も
類
や
電
気

コ
ー
ド
、柔
ら
か
い
布
団
、コ
イ

ン
な
ど

の
ど
に
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ら

救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
詰
ま
っ
た
物
が
見
え
る
時
は
、

指
で
か
き
出
し
ま
す
。
そ
の
際
、

あ
わ
て
て
の
ど
の
奥
に
押
し
込

ま
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

・
ひ
ざ
を
立
て
て
お
子
さ
ん
の
お

な
か
を
乗
せ
、
背
中
を
強
く
た

た
き
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
口
は

開
け
た
ま
ま
で
す
。

・
つ
ま
っ
た
物
を
吐
か
せ
る
場
合

に
、『
ハ
イ
ム
リ
ッ
ヒ
法
』
と
い

う
吐
か
せ
方
も
あ
り
ま
す
。

『
ハ
イ
ム
リ
ッ
ヒ
法
』

①
お
子
さ
ん
の
み
ぞ
お
ち
に
手
が

当
た
る
よ
う
に
…

②
そ
の
ま
ま
上（
後
方
）に
引
っ
張

り
上
げ
ま
す
。

・
呼
吸
・
心
拍
が
止
ま
っ
た
時
は
、

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
な
が
ら

救
急
車
を
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
詰
ま
っ
た
直
後
は
何
も
な
く
て

も
、
詰
ま
っ
た
物
が
時
間
と
と

も
に
水
を
吸
っ
て
膨
ら
み
、
窒

息
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
お

子
さ
ん
の
様
子
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

・
箸
や
鉛
筆
を
口
に
く
わ
え
た
ま

ま
遊
ば
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

こ
ろ
ん
で
お
子
さ
ん
の
の
ど
に

刺
さ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

飲
み
こ
ん
だ
危
険
物
に
よ
る
対
応

○
す
ぐ
に
吐
か
せ
る

ワ
ッ
ク
ス
、台
所
用
洗
剤
、ア
ル

コ
ー
ル
、
コ
ー
ヒ
ー
、
整
髪
料
、
化

粧
品
、
医
薬
品
、
た
ば
こ
、
石
け
ん

○
吐
か
せ
ず
に
受
診

灯
油
、シ
ン
ナ
ー
、マ
ニ
キ
ュ
ア

除
光
液
、ト
イ
レ
用
洗
剤
、カ
ビ
取

り
剤
、
漂
白
剤
、
油
性
塗
料
、
画

び
ょ
う
・
針
・
安
全
ピ
ン
、
ガ
ラ

ス
片
、殺
虫
剤
、除
草
剤
、生
石
灰
、

ナ
フ
タ
リ
ン
、
し
ょ
う
の
う

○
し
ば
ら
く
様
子
を
見
る

マ
ッ
チ
、
芳
香
剤
、
乾
燥
剤
、
ク

レ
ヨ
ン
、
口
紅
、
粘
土
、
マ
ー
カ
ー

ペ
ン
、蚊
取
り
線
香
、体
温
計
の
水

銀

す
ぐ
に
受
診
が
必
要
な
時

救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
医
薬
品
、殺
虫
剤
、洗
剤
な
ど
を

飲
ん
だ
時

・
灯
油
、シ
ン
ナ
ー
、マ
ニ
キ
ュ
ア

除
光
液
な
ど
の
揮
発
性
の
液
体

を
（
実
際
に
飲
ん
で
は
い
な

か
っ
た
と
し
て
も
）
飲
ん
だ
と

疑
わ
れ
る
時

・
意
識
が
な
い
時

・
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
て
い
る
時

・
顔
色
が
悪
い
時
や
、
呼
吸
の
仕

方
が
お
か
し
い
時

・
嘔
吐
が
止
ま
ら
な
い
時

窒
息
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

・
柔
ら
か
い
布
団
、
重
た
い
布
団

は
使
わ
な
い
。

・
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
ひ
も
類
で
遊
ば

せ
な
い
。

・
こ
ど
も
の
手
の
届
く
範
囲
に
、

こ
ど
も
の
口
に
入
り
そ
う
な
大

き
さ
の
物
を
置
か
な
い
。

・
臼
歯
が
生
え
る
ま
で
は
、
豆
類

な
ど
、
か
み
砕
か
な
い
と
い
け

な
い
食
品
は
与
え
な
い
。

・
あ
め
玉
な
ど
を
与
え
る
時
は
、

飲
み
込
ま
な
い
よ
う
十
分
注
意

す
る
。

こ
ど
も
の
急
病
・
事
故
⑥

■湯沢町の交通事故発生状況■

高齢者を見かけたら、必ず減速し
一時停止や徐行して高齢者の動き
に注意しましょう。

運転中の携帯電話の使用は禁止
されています。使用するときは、安
全な場所に車を止めてから使用し
ましょう。

増減昨年本年

－１１件４１件３０件発 生 件 数

＋ １人０人　１人死 亡 者 数

－２６人６９人４３人負 傷 者 数

（１月１日～９月３０日）



■Q
 

ア
ス
ベ
ス
ト
と
は
ど
う
い
う
も

の
で
す
か
？

○Ａ
 

ア
ス
ベ
ス
ト
は
、耐
熱
性
、耐
摩

耗
性
等
に
優
れ
た
性
質
を
有
し

て
お
り
、
昭
和　

年
か
ら
平
成

４５

２
年
に
か
け
て
大
量
に
輸
入
さ

れ
、
様
々
な
用
途
に
使
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
多
く
は

建
材
と
し
て
建
築
物
に
使
用
さ

れ
ま
し
た
。こ
れ
ら
に
は
、吹
付

け
ア
ス
ベ
ス
ト
や
ア
ス
ベ
ス
ト

を
含
有
す
る
吹
付
け
ロ
ッ
ク

ウ
ー
ル
な
ど
飛
散
の
お
そ
れ
の

あ
る
も
の
と
、
屋
根
や
壁
材
な

ど
の
ア
ス
ベ
ス
ト
ス
レ
ー
ト
、

ア
ス
ベ
ス
ト
セ
メ
ン
ト
版
な
ど

の
飛
散
の
お
そ
れ
の
な
い
ア
ス

ベ
ス
ト
形
成
材
の
２
つ
に
大
別

さ
れ
ま
す
。
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス

ト
は
昭
和　

年
に
禁
止
さ
れ
ま

５０

し
た
が
、
吹
付
け
ロ
ッ
ク
ウ
ー

ル
の
一
部
に
は
昭
和　

年
ま
で
、

５５

ま
た
個
別
に
認
定
の
受
け
た
吹

付
け
工
法
の
中
に
は
昭
和　

年
６３

ま
で
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
有
し
た

も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
劣
化

に
よ
る
剥
離
な
ど
に
よ
り
大
気

中
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛
散
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
、
状
況
に
よ
っ

て
は
早
急
な
対
策
が
必
要
で
す
。

一
方
で
、
非
飛
散
性
の
ア
ス
ベ

ス
ト
形
成
板
は
通
常
の
使
用
で

は
健
康
に
心
配
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

■Q
 

ア
ス
ベ
ス
ト
の
有
害
性
は
？

○Ａ
 

ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
健
康
障

害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

①
石
綿
肺
（
じ
ん
肺
の
一
種
）

肺
が
繊
維
化
す
る
も
の
で
、
せ

き
等
の
症
状
が
あ
り
、
重
症
化
す

る
と
呼
吸
機
能
が
低
下
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

②
肺
が
ん

肺
に
で
き
る
悪
性
の
腫
瘍
で
す
。

③
胸
膜
、腹
膜
等
の
中
皮
腫（
が
ん

の
一
種
）

肺
を
取
り
囲
む
胸
膜
等
に
で
き

る
悪
性
の
腫
瘍
で
す
。

※
こ
れ
ら
の
疾
病
に
つ
い
て
は
、

(16）広報ゆざわ　H１７．１０．３０

担当課アスベスト含有の有無採取場所施設名

住 民 課
℡７８４・３４５３

無１階機械室湯 沢 保 育 園

無１階機械室浅 貝 保 育 園

学 校 教 育 課
℡７８４・２２１１

無
機械室天井部
洗浄室・下処理室天井裏

学 校 給 食 セ ン タ ー

福 祉 保 健 課
℡７８４・４５６０

無１階機械室老 人 憩 い の 家

水 道 課
℡７８４・４８５３

無
ポンプ室
滅菌室天井部

大 刈 野 ポ ン プ 場

社 会 教 育 課
℡７８４・２４６０

無ホール天井裏湯 沢 町 公 民 館

クリソタイル含有（白石綿）
【天井材を張り、囲い込み処
置済みです。】

渡り廊下天井裏湯沢町公民館浅貝分館

管 財 課
℡７８４・２６１１

調査中階段天井部役 場 庁 舎 東 館

調査中２階和室天井裏役 場 第 １ 分 館

ロープウェー事業所
℡７８４・３３２６

調査中機械室アルプの里・サントピア

※上記以外の町有施設については、「吹付けアスベスト・ロックウール」はありませんでした。
また、現在調査中の施設についても結果が判明次第報告します。

町
有
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
状
況
を
調
査
し
た
結
果
、
ア
ス
ベ
ス

ト
含
有
の
可
能
性
が
あ
る「
吹
付
け
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
」が
使
用
さ
れ
て
い
る

施
設
に
つ
い
て
、
検
体
を
採
取
し
て
専
門
機
関
で
分
析
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������
������������������������������������������������

町有施設の
アスベスト使用状況について

ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
るＱ

＆
Ａ
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石
綿
粉
じ
ん
を
少
量
吸
入
し
て

も
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

石
綿
粉
じ
ん
の
暴
露
か
ら
発
症

ま
で
の
期
間
が
相
当
長
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
を

直
接
取
り
扱
っ
て
い
な
い
場
合

で
も
、
建
築
物
か
ら
劣
化
し
た

石
綿
粉
じ
ん
が
発
散
し
、
そ
の

粉
じ
ん
を
吸
入
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

■Q
 

今
、
住
ん
で
い
る
建
物
に
ア
ス

ベ
ス
ト
が
使
わ
れ
て
い
る
の
か

ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
…

○Ａ
 

使
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、

建
築
時
の
工
事
業
者
や
建
築
士

等
に
使
用
の
有
無
を
問
い
合
わ

せ
て
み
る
な
ど
の
対
応
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
の
分

析
調
査
機
関
は
県
内
で
は
３
ヶ

所
あ
り
ま
す
が
、
今
の
状
況
で

混
み
あ
っ
て
お
り
、
定
性
分
析

で
４
〜
５
万
円
の
費
用
、
検
査

期
間
で
は
１
ヶ
月
以
上
か
か
る

と
の
こ
と
で
す
。

■Q
 

自
宅
の
建
材
に
ア
ス
ベ
ス
ト
は

含
ま
れ
て
い
ま
す
か
？

○Ａ
 

現
在
、「
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建

材
」と
は
、ア
ス
ベ
ス
ト
が
そ
の

建
材
の
重
量
で
１
％
を
超
え
て

含
ま
れ
て
い
る
建
材
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
繊
維
が
空
気
中

に
浮
遊
し
た
状
態
に
あ
る
と
危

険
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

露
出
し
て
い
な
い
状
態
の
ア
ス

ベ
ス
ト
は
、
劣
化
し
た
り
解
体

し
な
い
限
り
は
空
中
に
飛
散
す

る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

■Q
 

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
わ

れ
て
い
る
場
合
の
飛
散
防
止
処

理
方
法
は
あ
り
ま
す
か
？

○Ａ
 

一
般
的
に
は
次
の
方
法
が
あ
り

ま
す
。

○
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
を
全
部
除

去
し
、
他
の
建
材
で
代
替
す
る

方
法⇒

除
去
処
理

○
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
表
面
に

固
定
剤
を
吹
付
け
る
方
法

⇒

封
じ
込
め
処
理

○
吹
付
け
部
分
を
非
ア
ス
ベ
ス
ト

建
材
で
覆
う
方
法

⇒

囲
い
込
み
処
理

■Q
 

ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
や
建
物
の

解
体
工
事
に
あ
た
っ
て
の
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
？

○Ａ
 

７
月
に
施
行
さ
れ
た
石
綿
障
害

予
防
規
則
で
は
、
解
体
時
の
作

業
計
画
策
定
や
労
働
基
準
監
督

署
へ
の
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ

て
お
り
、
解
体
時
に
は
作
業
期

間
や
飛
散
防
止
策
な
ど
を
周
辺

住
民
に
対
し
て
事
前
の
周
知
を

す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

※
ア
ス
ベ
ス
ト
関
係
の
専
門
的
な

県
の
相
談
窓
口
は
、
９
月　

日
１１

の
広
報
ゆ
ざ
わ
に
掲
載
し
た
各

機
関
の
と
お
り
で
す
の
で
、
も

う
一
度
参
照
く
だ
さ
い
。（
健
康

面
で
心
配
の
あ
る
方
や
除
去
工

事
等
を
考
え
て
い
る
方
。） 

� �������������������������������������

町
長
日
誌

町
長
日
誌　
　
　

９
月

2
日

4
日

5
日

6
日

7
日

8
日

9
日

　

日
12
　

日
13
　

日
14
　

日
15
　

日
16
　

日
20

　

日
21

　

日
22
　

日
23
　

日
24
　

日
25

　

日
26

　

日
27
　

日
28
　

日
29
　

日
30

補
正
予
算
査
定
／
清
津
川
河
川
整
備
説
明
会
／
国
道　

号
湯
沢
塩
沢
道
路

１７

整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
／
観
光
事
業
検
討
会
／
上
越
観
光
開
発
（
株
）

役
員
交
代
祝
賀
会

湯
沢
町
消
防
団
秋
季
消
防
演
習

観
光
事
業
検
討
会
／
新
潟
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
業
務
委
員
会
／
新
潟

県
共
同
募
金
会
顕
彰
推
薦
委
員
会

中
里
・
土
樽
ス
キ
ー
場
存
続
要
望
会
／
国
民
健
康
保
険
東
北
大
会
運
営
委

員
会

課
長
会
議
／
外
国
人
誘
客
プ
レ
ゼ
ン
／
食
品
衛
生
指
導
員
交
歓
交
流
会

観
光
立
町
推
進
委
員
会
／
南
魚
沼
地
域
保
健
医
療
福
祉
推
進
会
議

１
０
０
歳
到
達
表
敬
訪
問
／
平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算
監
査
報
告
／
行

１６

政
改
革
推
進
会
議

県
町
村
会
正
副
会
長
会
議
／
県
町
村
会
役
員
会
／
町
政
懇
談
会

議
会

議
会

全
国
町
村
会
政
調
・
常
任
合
同
会
議

敬
老
会

湯
沢
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
／
上
越
魚
沼
地
域
振
興
快
速
道
路
建
設
促

進
期
成
同
盟
会
総
会

県
町
村
会
打
ち
合
わ
せ
会
議
／
国
道　

号
新
三
国
ト
ン
ネ
ル
開
削
促
進
期

１７

成
同
盟
会
総
会

新
潟
県
都
市
計
画
審
議
会
／
三
俣
地
域
振
興
対
策
会
議

湯
沢
地
区
町
民
大
運
動
会

秋
桜
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
イ

越
後
湯
沢
秋
桜
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
／
知
的
障
害
者
授
産
施
設
「
セ
ル
プ
こ

ぶ
し
工
房
」
竣
工
式

湯
沢
高
校
講
演
会
／
広
域
連
合
長
会
議
／
議
会
／
基
幹
病
院
建
設
推
進
協

議
会

議
会
／
（
株
）
ガ
ー
ラ
湯
沢
取
締
役
会

冬
期
国
体
常
任
委
員
会
／
湯
沢
塩
沢
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
要
望
会

湯
沢
町
小
学
校
親
善
陸
上
大
会
／
北
陸
信
越
索
道
協
会
理
事
会

朝
礼
／
苗
場
自
然
休
養
林
管
理
運
営
協
議
会
／
（
社
）
地
域
医
療
振
興
協
会

要
望

○
問
い
合
わ
せ

■
町
の
公
共
施
設
に
つ
い
て

各
担
当
課

■
公
害
関
係
や
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
全
般
的
な
こ
と
に
つ
い
て

住
民
課
環
境
生
活
係

℡
７
８
４
・
３
４
５
３



ハ
イ
、

県
く
ら
し
の
ダ
イ
ヤ
ル
で
す

く
ら
し
に
役
立
つ
ダ
イ
ヤ
ル
は

０
２
５
・
２
８
５
・
７
０
０
０

お
聞
き
に
な
り
た
い
テ
ー
マ
を

選
ん
で
く
だ
さ
い
。

【　

月
７
日
（
月
）
〜　

月
５
日

１１

１２

（
月
）
の
テ
ー
マ
】

○
く
ら
し
の
情
報

（
毎
月
第
１
月
曜
日
正
午
更
新
）

・
ネ
ッ
ト
犯
罪
か
ら
身
を
守
る

・
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク

○
消
費
生
活
相
談
事
例

（
毎
月
第
１
月
曜
日
正
午
更
新
）

・
通
信
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル 

○
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法 

○
相
談
が
多
い
事
例
の
ア
ド
バ
イ

ス
・
携
帯
電
話
の
サ
イ
ト
料
金
請
求

ト
ラ
ブ
ル

・
ハ
ガ
キ
等
に
よ
る
覚
え
の
な
い

請
求
の
対
処
法

※
緊
急
な
消
費
生
活
情
報
が
あ
る

場
合
に
予
定
を
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

六
日
町
病
院
文
化
祭

【
期
日
】

　

月　

日
（
木
）・　

日
（
金
）

１１

１０

１１

【
場
所
】

六
日
町
病
院
２
階　

講
堂

【
内
容
・
日
時
】

・
作
品
展
示

・
バ
ザ
ー

・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

・
健
康
講
座

「
ス
ト
レ
ス
と
健
康
」

　

月　

日
（
金
）
午
後
４
時
〜

１１

１１

※
入
場
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

六
日
町
病
院
庶
務
課

℡
７
７
２
・
７
１
１
１

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

里
親
と
は
、
病
気
や
家
族
の
事

情
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ

り
、
家
庭
の
暖
か
い
ぬ
く
も
り
に

恵
ま
れ
ず
に
い
る
子
ど
も
た
ち
を
、

一
時
的
に
ま
た
は
継
続
的
に
自
分

の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
愛
情
と
ま

ご
こ
ろ
を
込
め
て
養
育
し
て
く
だ

さ
る
方
の
こ
と
で
す
。

里
親
に
な
る
に
は
、
特
別
な
資

格
は
不
要
で
す
が
、
子
ど
も
は
健

康
的
で
明
る
く
育
つ
た
め
に
一
定

の
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。里

親
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
児

童
相
談
所
・
福
祉
事
務
所
へ
相
談

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

南
魚
沼
児
童
相
談
所

℡
７
７
０
・
２
４
０
０

子
ど
も
の
人
権
相
談
日

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

い
じ
め
、
体
罰
、
不
登
校
、
虐
待
な

ど
、
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

月
６
日
（
日
）

１１午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

【
会
場
】

南
魚
沼
市
民
会
館

【
主
催
】

新
潟
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
会

六
日
町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

【
問
い
合
わ
せ
】

新
潟
地
方
法
務
局
六
日
町
支
局

℡
７
７
２
・
３
７
４
２

身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た

新
潟
県
職
員
採
用
選
考
考
査

【
受
付
期
間
】

　

月
２
日
（
水
）
ま
で

１１
【
考
査
日
】

　

月　

日
（
日
）

１１

２０

【
職
種
】

一
般
事
務

【
定
員
】

２
人
程
度

【
詳
し
く
は
】

新
潟
県
人
事
委
員
会

℡
０
２
５
・
２
８
０
・
５
５
３
８

　

月
の
心
配
ご
と
相
談
日

１１２
日
（
水
）

相
談
員　

井
熊　

秀
夫

高
橋
ト
ミ
エ

９
日
（
水
）

相
談
員　

橋
本　

秋
治

杉
本　

芳
枝

　

日
（
水
）

１６
相
談
員　

井
熊　

秀
夫

南
雲
ミ
ヨ
シ

　

日
（
水
）

３０
相
談
員　

高
橋　

武
成

高
橋
ト
ミ
エ

【
会
場
】

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
午
後
１
時
〜
４
時
で
す
。

時
間
中
は
電
話（
７
８
４
・
４
１

１
３
）
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

　

月
の
行
政
相
談

１１
　

日
（
木
）

１０午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

相
談
委
員　

南
雲　

恒
忠

【
会
場
】

湯
沢
町
公
民
館

(18）広報ゆざわ　H１７．１０．３０

１１月 のけんこつ体操教室
時間日会場

１３:３０～１５:００１０日�三 俣 地 区 館

１０:００～１１:３０１８日�４日�神立中央集会場（田中）

９:３０～１１:００２２日�８日�神立中央会館（栄町）

９:３０～１１:００２２日�８日�小 坂 公 民 館

１０:００～１１:３０
１４日�

２８日�

７日�

２１日�
農山村総合開発センター

１０:００～１１:３０２日�松川生活改善センター

１０:００～１１:３０３０日�９日�下 湯 沢 公 民 館

１０:００～１１:３０
１７日�１０日�

２４日�
総 合 福 祉 セ ン タ ー

◎タオル、お茶などの飲み物を持ってきてください。
【参　加　費】　２００円（申し込みは不要）
【問い合わせ】　在宅介護支援センター　℡７８４－３０００



(19)

～ １１ 月 の 暦～ １１ 月 の 暦 ～～

※問い合わせ　住民課環境生活係�７８４－３４５３ごみ収集
三 国 ･ 三 俣土 樽 ･ 神 立湯 沢 西湯 沢 東出 し 方区 分

�・�・�（３日・２９日休み）�・�・�（２３日休み）指定袋に入れる。可 燃 ご み

１６ 日１８ 日１５ 日２４ 日
紐を十字にかける。

ダ ン ボ ー ル

２ 日４ 日１ 日１０ 日紙 類 ・ 布 類

９ 日１１ 日８ 日１７ 日

指定袋に入れる。
袋を二重にしないこと。

ペ ッ ト ボ ト ル

４ 日２ 日１０ 日１ 日空 き 缶

１１ 日９ 日１７ 日８ 日空 き び ん

１８ 日１６ 日２４ 日１５ 日その他の不燃ごみ

※可燃ごみは、「燃えるごみ用」の指定袋を使用してください。不燃ごみ用の 指定袋は、可燃ごみには使
用できません。

※問い合わせ　保健センター（総合福祉センター内 �７８４－３１４９）予防接種　　
会 場 ・ 時 間対 象種 類日

保健医療センター内
健康増進施設

 

１４：００～１５：００

生後６ヶ月に達するまでに１回接種B C G１�

１期：生後３～９０ヶ月の間に３～８週間の間隔で３回接種
１期追加：３回目接種後、おおむね１２～１８ヶ月おいて１回接種

三 種 混 合８�

◎持参するもの：母子手帳、予診票、受診券、体温計、筆記用具
◎必ず実施時間内においでください。接種料金は無料です。

詳しくは、平成１７年度乳幼児予防接種カレンダーをご覧ください。

※問い合わせ　保健センター（総合福祉センター内�７８４－３１４９）保健衛生行事
会 場時 間対 象種 目日

や す ら ぎ 荘１０:００～１５:００精神に障害をお持ちの方ふ れ あ い サ ロ ン１�

保 健 医 療 セ ン タ ー１２:００～１６:００リ ハ ビ リ２�

や す ら ぎ 荘１０:００～１５:００精神に障害をお持ちの方ふ れ あ い サ ロ ン

８� 総 合 福 祉 セ ン タ ー１６:００～１７:００妊娠証明を受けた方母 子 手 帳 発 行

保 健 医 療 セ ン タ ー１２:００～１６:００リ ハ ビ リ

総 合 福 祉 セ ン タ ー１３:３０～１５:００申込者動 脈 硬 化 度 検 査１４�

や す ら ぎ 荘１０:００～１５:００精神に障害をお持ちの方ふ れ あ い サ ロ ン
１５�

保 健 医 療 セ ン タ ー１２:００～１６:００リ ハ ビ リ

総 合 福 祉 セ ン タ ー１３:３０～１５:００申込者乳 が ん 健 診１８�

や す ら ぎ 荘１０:００～１５:００精神に障害をお持ちの方ふ れ あ い サ ロ ン

２２� 総 合 福 祉 セ ン タ ー１６:００～１７:００妊娠証明を受けた方母 子 手 帳 発 行

総 合 福 祉 セ ン タ ー９:００集合H１５.６～８月生まれ２ 歳 児 歯 科 健 診

や す ら ぎ 荘１０:００～１５:００精神に障害をお持ちの方ふ れ あ い サ ロ ン２９�

保 健 医 療 セ ン タ ー１２:００～１６:００リ ハ ビ リ３０�



(20）広報ゆざわ　H１７．１０．３０

　

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

９
月　

日
２６

９
月　

日
３０

９
月　

日
３０

　

月
６
日

１０

高
井

高
橋林半

沢
 
明
稀
都 

あ

き

と

 
爽
留 

そ

う

る

 
怜
音 

れ

お

ん

 
朝
陽 

あ

さ

ひ

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
逝
去
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

９
月　

日
２９

　

月
８
日

１０
　

月
９
日

１０
　

月　

日

１０

１２

　

月　

日

１０

１４

　

月　

日

１０

１５

腰
越

笛
田

原
沢

高
橋

辻
本

田
村

ミ
ヨ

国
芳

伊
三
郎

芳
弘

や
よ

ト
シ

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

　

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

月　

日

１０

１７

　

月　

日

１０

２０

林
（
田
中
）

畑
谷

（
生
田
目
）

広
志

彩
子彰弥

生

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

※問い合わせ　日曜・祝日�休日救急診療所　℡７７３ － ６６８８

その他の日�魚沼消防本部　　℡ ７８２ － １９９１
（テレホンガイド）

※脳神経外科の休日救急医療�斎藤記念病院　℡７７３－５１１１

１１月の救急診療当番
外　　科内　　科受　付　時　間日

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所 ９：００   ～  １６：００
３�

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７７７－２１１１ゆ き ぐ に 大 和 病 院１８：００～翌朝６：００

六 日 町 病 院�７８４－２４１０高 橋 医 院１２：００   ～  １８：００
５�

六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所 ９：００   ～  １６：００
６�

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７７７－２１１１ゆ き ぐ に 大 和 病 院１８：００～翌朝６：００

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７８３－５５００中 山 医 院１２：００   ～  １８：００
１２�

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７７７－２１１１ゆ き ぐ に 大 和 病 院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所 ９：００   ～  １６：００
１３�

六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

六 日 町 病 院�７８２－０５２４荒 川 診 療 所１２：００   ～  １８：００
１９�

六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所 ９：００   ～  １６：００
２０�

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７７７－２１１１ゆ き ぐ に 大 和 病 院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所 ９：００   ～  １６：００
２３�

六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７８２－０１３０中 之 島 診 療 所１２：００   ～  １８：００
２６�

ゆ き ぐ に 大 和 病 院�７７７－２１１１ゆ き ぐ に 大 和 病 院１８：００～翌朝６：００

休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所 ９：００   ～  １６：００
２７�

六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

夜間・休日など役場閉庁時は、
各課の直通電話は不在となって
いますので、緊急時の場合は、

（代表電話）７８４－３４５１
へご連絡ください。

まちのうごまちのうごきき
（前年比）１０月１日現在９月届出分

（－ 29）4,348男4出生

（－ 42）4,448女8死亡

（－ 71）8,796計24転入

（＋ 46）3,229世帯33転出

お 願 い


